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キリストこそ中心 宗教改革の信仰を生きる（ローマ3:21-22）

本
日
�

晴
天
�
�

事務局長　立野 泰博るうてる法人会連合第8回総会

　フランスのコルマールにグリューネバルトの

「イーゼンハイム十字架画」、続いてドイツのワイ

マールとウィッテンベルクにルカス・クラナッハ

晩年の別々の「十字架画」を見て心に刻んだ。2人の

画家がそれぞれの絵の中で自らをどこに身を置い

て描いているかに注目させられ、考えさせられた。

2人とも、16世紀前半、ルターの同時代人である。グ

リューネバルトは遺品にルターの説教集を遺した。

クラナッハは生涯ルターの説教の聞き手だった。

　グリューネバルトの絵については、バルトも

『ローマ書』の中で、バプテスマのヨハネの指に注

目して再々にわたって言及しているが、今回私はそ

れ以上に、この絵の前に立ち尽くして、グリューネ

バルトが自らをその「指し示す指」に重ね合わせて

描いていることを痛感した。それに対してクラナッ

ハはどの絵でも、キリストの恵みを自らのためのも

のとして受け取るという点に終始している。さら

にここに添えたウィッテンベルクの絵の「説教す

るルター」の部分が示すように、説教者ルターにキ

リストを指し示す指を見て、その源には開かれた聖

書を明示した。旧新約聖書全巻がキリスト証言の

書として、これこそが源となって、ルターの指が指

し示すキリストに向けられているばかりでなく、説

教するルター自身もキリストに注目している。さ

らに、描くクラナッハばかりでなく説教の聞き手全

員が同じように中心のキリストに注目しているの

である。ある意味でここに宗教改革の核心を「キリ

ストへの注目」にあると見た、説教の1人の聞き手

である画家の信仰告白がある。

　宗教改革の信仰を今に生きようと心に定めれば、

説教者においても説教の聞き手においても、この信

仰告白に注目する必要があろう。説教者は旧新約

聖書全体をキリスト証言として受け止め、これを中

心とする「キリスト告白」に徹し、自らもそのキリ

ストに注目するという姿勢である。聞き手はまた、

その「キリスト告白」を聞きながら、説教者を見る

のではなく、説教者が指し示す指に従って、聖書の

証言するキリストにひたすら注目するということ

でもある。

　宗教改革を記念するということは、信仰の先達

たちからキリストへの注目のこうした姿勢を学び

取って、今一人ひとりの心に「十字架に架けられた

私のためのキリスト」の姿を思い描き、これに生き

るということではなかろうか。

Information

■新型インフルエンザ
気をつけましょう■

　新型インフルエンザが各地でおとろ

えを見せず猛威を振るっています。各

教区、教会におかれましても、予防対策

を講じておられることでしょう。

　教会や関連施設という不特定多数の

人々が集う場にあっては、危機管理の

面で対応は重要です。

　自ら感染しないように、互いに感染し

あわないように、十分注意し、そして、万一

の場合は落ち着いて対応しましょう。

　ウエブサイトの「厚生労働省新型イ

ンフルエンザ対策関連情報」も参考に

してください。　

（広報室）
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　8月25日～26日、熊本の九州学院にて「るうてる

法人会連合第8回総会」が、１00名を超える方々の参

加で開かれました。この法人会連合は、ルーテル教会

の宣教方策を具現化するために、宣教共同体の連帯と

協力推進のために結成されました。

　キリストの愛を実践する働きとして、福音を宣べ伝

え（伝道）、教え（教育）、いやす（奉仕）を覚え、日本福

音ルーテル教会、ルーテル学校法人会、ルーテル幼稚

園保育園連合会、ルーテル教会社会福祉協議会が連合

を結成しています。総会は毎年開かれ、今年のテーマ

は「キリストの愛を伝えて」でした。

　今回の大きな恵みは、学校法人、幼稚園保育園連合

のこれまでの働きをまとめた「キリストの愛を伝え共

に成長する」が連

合会として出版

されたことです。

先に出版された

社会福祉の働き

をまとめた「未来

を愛する希望を

生きる」と共に、

私たちの大きな財産となりました。販売は事務局で

行っています。

　法人会連合総会は今後2年に1回の開催となり、総

会のない時は研修会をおこなうことになりました。

■ 2010年版 教会手帳

10月 20日発売

　2009年 11月から使える、

「教会手帳」が 10月 20日に

発売されます。詳しくは 10

月号の差し込みチラシをご

確認ください。↑ウィッテンベルク市教会の聖壇画の一つ「説教するルターと聞き手」



第三種郵便物認可 2009 年 10 月 15 日 ２

私の愛唱聖句
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声
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延　博
ひろし

東教区　東京教会　

伊
い と う

藤 和
か ず お

雄 

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

小倉教会、直方教会　牧師

主に望みをおく人は新たな力を得、

鷲のように翼を張って上る
イザヤ書　40章 31節
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高齢者伝道シリーズ（P2委員会）

み言葉は生きて働く  

東京老人ホーム理事長　内海 望 

　東京老人ホームでは、毎週月曜日から金曜日

まで礼拝を行っています。これはホームの創立

理念の継承の中でも最も大切なものです。

　礼拝は式文を用いて行われています。また聖

書日課は老人ホームという場を考えて、詩編を

多く用いる独自のものを作成しました。

　私たちは、この礼拝を通して、2つのことを

真剣に考えています。

　第一に、この礼拝がホームで生活する230名

を越える利用者全員に、安らぎと希望を与える

ことです。クリスチャン、あるいはキリスト教

に興味を持つ人々が集まる教会とは違って、

社会福祉法人としての老人ホームは公的な機

関であるという性格上、利用者はさまざまな信

仰、思想の持ち主です。ですから、求道者を求め

るのでなく、すべての人々に、み言葉によって

豊かな喜びが与えられることを願っています。

み言葉は、そのような力を持っていることを信

じています。

　第二に、利用者の半数以上が85歳以上であ

ることを考える時、毎回の礼拝が真剣勝負で

す。終末ケアという言葉が安易に用いられる最

近の風潮です。しかし、ここでは、この日が一人

ひとりにとって大切な1日であるということ

をひしひしと考えさせられる礼拝です。

　東京老人

ホームの礼

拝が多くの

方々に支え

られている

ことは恵み

で す。10 名

以上の近隣の牧師が協力し、研修会を行いなが

ら礼拝を深めて行く努力を続けています。更

に、神学校の最上級生が研修を兼ねて参加して

います。心から感謝します。このような礼拝を

中心にして、私たちの願いである「キリストの

香り」が満ち溢れるホーム形成を目指したいと

思います。
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路帖百年。　

1909年～2009年

鷺宮のルター寮

　私は、1953（昭和28）年からほぼ5年

間、鷺宮のルター寮で過ごしました。春

には桜の花が部屋の中にも舞い降りて

くるような素晴らしい環境でした。戦

後、間もないことで皆必死に生きる努力

と生きる意味を求めていた時代でした。

神学生の数も多く1学年平均10名近く

で、約50人の神学生が学んでいました。

個性豊かなメンバーで、詩人あり音楽家

ありで目を開かれる思いでした。

　入寮してすぐ上級生から与えられた

のは、生の純粋さを求めて20歳で逗子

海岸で入水自殺した旧制第一高校生原

口統三の「二十歳のエチュード」でした。

「その時彼は二十歳であった」という彼

自身が墓碑銘に選んだ言葉は、50年を

過ぎた現在でも心にこだましています。

　神学生は、それぞれの神学的アプロー

チから「実存派」と「敬虔派」とに分かれ、

それぞれ自己の正当性を難解な言葉で

主張していました。謄写版の神学雑誌

が回覧され、教会音楽研究会でバッハを

聴き、更に野球に励み、最後は勉強する

暇もなくなりました。        （内海 望）
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田植え時の駒ケ岳　大冷害の年（1993）昭和 33 年卒業生（後列右から２番目が内海先生）
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■北海道特別教区

・道央地区　NRKの札幌地区と合同礼拝

日時：10月31日(土)14時～／会場：札幌北礼拝堂

■東教区

日時：10月 31日 (土)14時～／会場：武蔵野教会

説教者：徳善義和 牧師

■東海教区

・尾張岐阜地区　

日時：10月 31日 (土 ) 14時～16時／会場：高蔵寺教会

説教者：土井洋 牧師

司式配餐：佐々木赫子牧師、神﨑伸牧師、フレデリクソン牧師

■西教区

・京都地区で合同礼拝が行われます。詳しくは地区内の教会に

お問合せください。

■九州教区

・熊本地区　

日時：10月 25日 (日 ) 10時 30分～／会場：九州学院

説教者：清重尚弘 牧師　

東
海
教
区 

堅
信
�
�
�
�

�

8
月
18
日
�
�
20
日
�

�
日
間
�
東
海
教
区
宣
教

部
主
催
�
堅
信
�
�
�
�

�
岐
阜
県
�
根
尾
�
�
�

�
�
�
山
荘
�
会
場
�
開

�
�
�
�
�
�

�

今
年
�
�
近

�
�
�
�
�
�

�
神
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
自
分
�

方
�
�
私
�
�

�
近
�
�
��
�
�
生
�
�

�
�
�
�
�
神
様
�
�
�

�
使
徒
信
条
�
通
�
�
学

�
�
�
�
�

�

小
学
5
年
生
�
�
高

校
生
�
�
�
参
加
者
�
�

�
�
�
�
�
�
合
�
�
�

20
名
�
�
�
小
�
�
集
�

�
�
�
�
�
�家
族
�
�
�

�
親
�
�
過
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
渓
流
�
水
遊
�

�
�
�
�
�近
�
�
温
泉
�

出
�
�
�
�
�
�
�
�参
加

者
�
�
�
�
楽
�
�
思
�

出
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

(

�
�
�
�
長 

齋
藤
幸
二)

九
州
教
区 

中
高
生
�
�
�
�

�

�
月
�
日
�
�
日
�
九
州

教
区
�
�
�今
夏
��
中
高
生

�
�
�
�
�
�
行
�
�
�
�

�
�場
所
�
��
�
�
�
阿
蘇

山
荘
�
�
�
�
�
床
�
畳
�

張
�
替
�
�
�
�
心
地
�

�
山
荘
�
�中
高
生
15
名
�

�
�
�
�
16
名
�
総
勢
31

名
�
�和
気
�
�
�
�
�
泊

�
日
�
過
�
�
�
�
�
�

�

今
年
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
姉
妹
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

繋
�
�
�自
�
�
足
�
立
�

�
�
�
�
�
� 

�
�
�
中

高
生
�
�
�
�
考
�
�
�

�
�
�自
身
�
自
立
�
�
�

�
�
思
�
�
巡
�
�
�
欲

�
�
�
�
�
�
�
�
�
願

�
�
�
�
�
��
�
�
�
自

�
熱
演
�
�
�
�
�
激
論

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
繰
�
広
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�多
�
�
楽
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
長 

日
笠
山
吉
之
�

宗教改革記念礼拝のご案内
以下に掲載されている礼拝以外にも各教会で記念礼拝が行われる

予定です。詳しくは最寄の教会、あるいは地区へお問合せください。
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「るうてる」９月号の『お知らせ」欄に案内しました「神学校（ルーテル

学院）100周年記念式典」の記念講演の講師のお名前が「寛」となってい

ますが、正しくは「實」です。訂正し、お詫びします。
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